


12

偉 人 を 訪
た ず

ね る   3

四 季 の 彩 り を 巡
め ぐ

る   7

物 語 を 辿
た ど

る   1 1

技 術 ・ 工 夫 を 学
ま な

ぶ   1 5

棚 田 を 楽
た の

し む   1 9 　

1

2

3

4

5

山
に
囲
ま
れ
た
信
州
・
長
野
県
。
先

人
た
ち
は
、
変
化
に
富
ん
だ
気
候
を

巧
み
に
活
か
し
、
複
雑
な
地
形
条
件

を
克
服
す
べ
く
工
夫
を
重
ね
な
が

ら
、
今
日
の
信
州
農
業
の
礎
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

近
く
に
豊
富
な
水
源
を
も
た
な
い
地

域
や
降
水
量
が
少
な
い
地
域
で
は
、

利
水
の
た
め
に
「
疏
水
」
や
「
た
め

池
」
が
造
ら
れ
、
傾
斜
地
で
は
「
棚
田
」

と
呼
ば
れ
る
階
段
状
の
水
田
が
拓
か

れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
築
か
れ
た
農
業
資
産
は
、

農
産
物
の
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活
や

文
化
の
基
礎
と
な
り
、
信
州
が
誇
る

農
村
景
観
や
自
然
環
境
を
豊
か
に
育

む
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
築
き
守
り
、
今
な
お
農

の
営
み
を
支
え
続
け
る
信
州
の
農
業

資
産
を
訪
ね
る
旅
へ
ご
案
内
し
ま

す
。
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坂さ
か
も
と
よ
う
せ
ん

本
養
川
と
繰く

り
こ
し
せ
ぎ

越
堰

江
戸
時
代
、
現
在
の
八
ヶ
岳
西
麓

の
茅
野
市
、
原
村
、
富
士
見
町
付
近

は
、
高
島
藩
の
も
と
新
田
開
発
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
水
量
の
豊
か
な

河
川
が
少
な
く
、
谷
が
深
か
っ
た
こ

と
か
ら
十
分
な
用
水
が
得
ら
れ
ず
、

開
発
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
時
の
田
沢
村
の
名
主
　

で
あ
っ
た
坂
本
養
川
は
、
こ
の
地
の

水
利
体
系
を
再
編
成
し
、
１
７
８
５

年
か
ら
１
８
０
０
年
に
か
け
て
15
の

堰
を
築
き
、
地
域
の
水
不
足
を
解
消

し
ま
し
た
。

長
野
県
の
広
い
範
囲
で
は
、
農
業

用
水
路
の
こ
と
を
「
堰
」
と
表
し
、

セ
ギ
、
セ
ン
ギ
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
諏
訪
地
方
で
は
、
諏
訪
高
島
藩

が
「
汐
」
を
用
い
た
こ
と
に
由
来
し
、

堰
に
汐
の
文
字
を
当
て
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

坂本養川や繰越堰に関する模型、パネ
ル、映像が常設展示されています。

【アクセス】
茅野駅から路線バスで約 10 分
「理科大入口」バス停下車  徒歩 1 分

八ヶ岳中信高原国定公園内の標高 1 , 200 ｍにある農業用の
ため池です。
滝之湯堰の水源は、標高が高く水が冷たかったため、農業
用水を温める温水ため池として、昭和 27 年に築造されまし
た。
現在は、蓼科高原の主要な観光スポットにもなっています。

八ヶ岳総合博物館には、川からの水の
取入口などの模型が展示されていま
す。

堰の取入口の模型

川を渡す樋の模型

養
川
が
築
い
た
堰
の
中
で
代
表

的
な
も
の
が
「
滝
之
湯
堰
」
と
「
大

河
原
堰
」
で
す
。
２
０
１
６
年
に

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

水
が
豊
富
な
滝
ノ
湯
川
か
ら
取

水
さ
れ
た
水
は
、
崖
の
中
腹
や
岩

に
穴
を
あ
け
た
ト
ン
ネ
ル
を
流
れ

下
り
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
滝
に
姿

を
変
え
、
農
地
を
潤
し
て
い
ま
す
。

※
本
紙
で
は
、「
堰
」
で
統
一
し
て
表
し
て

　
い
ま
す
。

養
川
が
再
編
成
し
た
水
利
体
系

は
「
繰
越
堰
」
と
呼
ば
れ
、
複
数
の

河
川
を
用
水
で
結
び
、
比
較
的
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

量
が
多
い
河
川
の
余
水
を
順
々
に
水

不
足
の
地
域
に
送
る
こ
と
に
よ
り
、

沿
線
の
農
地
を
か
ん
が
い
す
る
も
の

で
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
手
法

で
し
た
。

水
不
足
を
解
消
し
た
堰

堰
・
汐

八 ヶ 岳 総 合 博 物 館

蓼
た て し な こ

科 湖 ( 茅 野 市 )

繰 越 堰 の 展 示 模 型

坂 本 養 川 が 開 削 し た 堰
滝
之
湯
堰
・
大
河
原
堰

繰
越
堰

茅
野
市
の
尖
石
縄
文
考
古
館
前
を

流
れ
る
滝
之
湯
堰
沿
い
に
立
像
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
立
像
の
人
物
は
、
地
域
の
偉

人
「
坂
本
養
川
」
で
す
。

名は市之丞。号は養川。信濃国諏訪郡田沢村（現長野県茅野市宮川）
の名主。高島藩に繰越堰を献策し、許可を得て 15 の堰を開削した。
地域の水不足を解消した偉人として語り継がれています。

信
州
に
は
、
不
毛
の
地
に
農
業
用
水
を
導
く
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た

先
人
た
ち
の
挑
戦
と
、
そ
の
土
地
を
守
り
続
け
た
人
々
の
歴
史
が
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

坂 本  養 川 ( 1 7 3 6 年 ～ 1 8 0 9 年 )

偉
人
を
訪
ね
る

◆ モ デ ル コ ー ス ： 世 界 か ん が い 施 設 遺 産
「 滝 之 湯 堰 ・ 大 河 原 堰 」 と 国 宝 ビ ー ナ ス

訪 1

開 削 年 堰   名

天明 5  (1785) 滝之湯堰

天明 6  (1786) 一之瀬堰  /   坪之端堰

寛政 3  (1791) 鬼場堰  /   鳴岩堰  /   千ヶ沢新堰

寛政 4  (1792)
車沢堰・塩之原堰  /   
立場川乙事堰  /   程久保堰  /  
大河原堰

寛政 11 (1799) 相之倉堰

寛政 12 (1800) 柳川三ヶ村堰  /   棚田堰  /   
矢戸倉堰

横 谷 渓 谷 へ 落 ち る 滝 で、 陽 に 照 ら さ れ た 新 緑 や 紅 葉 の こ ろ は 特 に 美
し い。 水 し ぶ き を 浴 び る ほ ど の 間 近 で 見 る こ と が で き、 水 量 の 多 さ
をその迫力で感じることができます。

大
お お か わ ら せ ぎ

河 原 堰 ( 茅 野 市 )
【 開 削 年 】 1 7 9 2 年 　【 総 延 長 】 1 4 . 4 k m  【 か ん が い 面 積 】 3 1 5 h a
【 管 理 者 】 茅 野 市 大 河 原 堰 土 地 改 良 区

蓼科高原の美味しい野菜のほか、果物、
農産加工品を多く取り扱っています。併
設された 808Cafe では、自然の恵みたっ
ぷりサラダや八ヶ岳の素材を使ったパ
ンなどを味わうことができます。

【アクセス】
諏訪 IC から車で約 20 分

【管理者】茅野市滝之湯堰土地改良区

た て し な 自 由 農 園 茅 野 店

施設
情報

【 開 削 年 】 1 7 8 5 年 【 総 延 長 】 1 3 . 5 k m
【 か ん が い 面 積 】 4 5 6 h a
【 管 理 者 】 茅 野 市 滝 之 湯 堰 土 地 改 良 区

施設
情報

夕 霧 の 滝

乙
お と め だ き

女 滝（ 坂 本 養 川 が 考 案 し た 落 差 工 ）

滝
た き の ゆ せ ぎ

之 湯 堰 ( 茅 野 市 )

岩 を く り ぬ い た 水 路
滝 之 湯 堰
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女 滝（ 坂 本 養 川 が 考 案 し た 落 差 工 ）

滝
た き の ゆ せ ぎ

之 湯 堰 ( 茅 野 市 )

岩 を く り ぬ い た 水 路
滝 之 湯 堰
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江
戸
時
代
の
初
め
、
原
野
で
あ
っ

た
矢
島
原
を
水
田
に
変
え
る
た
め
、

市
川
五
郎
兵
衛
が
開
削
し
た
農
業
用

水
路
で
す
。

蓼
科
山
の
湧
水
を
水
源
と
し
、
変

化
に
富
ん
だ
形
に
あ
わ
せ
、堀
貫
（
ほ

り
ぬ
き
）
や
水
路
橋
、
築
堰
（
つ
き

せ
ぎ
）
な
ど
の
技
術
が
駆
使
さ
れ
て

い
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
矢
島
原
の
新
田
は
、

の
ち
に
五
郎
兵
衛
新
田
と
呼
ば
れ
、

当
時
の
姿
を
今
も
残
す
遺
構
は
、

１
９
８
３
年
長
野
県
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
、

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

野
田
喜
左
衛
門
は
、
長
野
県
北
部

の
高
井
・
水
内
両
郡
で
、
江
戸
時
代

初
期
の
約
30
年
間
に
、
12
の
堰
の
開

削
、
改
修
を
行
い
、
村
人
か
ら
「
用

水
の
神
様
」
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

川
を
渡
す
た
め
に
造
ら
れ
た
、
平

八
箇
郷
堰
の
当
時
の
石
樋
が
、
地
元

の
小
学
校
に
移
築
保
存
さ
れ
て
お
り
、

開
削
当
時
の
偉
業
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

田
屋
原(

立
科
町)

に
住
む
長
三
郎

は
、
１
６
４
１
年
蓼
科
山
麓
に
湧
水
を

探
し
当
て
る
と
、
私
財
を
投
じ
総
延
長

55
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
塩
沢
堰
を
６

年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。六

川
家
は
、
代
々
長
三
郎
を
襲
名
し
、

堰
の
保
全
・
管
理
と
用
水
の
確
保
に
尽

く
し
て
き
ま
し
た
。
謙
虚
で
公
平
な
仕

事
ぶ
り
に
、
六
川
家
は
村
人
か
ら
尊
敬

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

海
津
城
（
後
の
松
代
城
）
城
代
と
し

て
当
地
を
治
め
た
花
井
父
子
は
、
北
国

街
道
の
改
修
や
裾
花
川
の
治
水
の
ほ

か
、
川
中
島
の
農
地
を
潤
す
三
堰
（
上

堰
、
中
堰
、
下
堰
）
の
開
削
や
善
光
寺

用
水
の
基
礎
と
な
る
堰
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

天
竜
川
は
、
古
来
か
ら
氾
濫
を
繰
り

返
し
、
農
地
は
大
き
な
被
害
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
、
水
害
に

苦
し
む
地
域
を
救
お
う
と
、
名
主
の
松

村
理
兵
衛
は
私
財
を
投
じ
、
親
子
三
代
、

58
年
の
歳
月
を
か
け
て
堤
防
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
千
石
の

農
地
を
確
保
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

矢
原
堰
は
、
複
合
扇
状
地
で
水
が
乏

し
い
安
曇
野
へ
、
犀
川
か
ら
等
高
線
沿

い
に
水
を
引
く
水
路
で
す
。

弥
三
郎
は
、
松
本
藩
が
失
敗
を
重
ね

た
堰
開
発
に
成
算
が
あ
る
と
、
藩
へ
建

設
許
可
を
願
い
出
し
続
け
ま
す
。
藩
命

に
背
く
罰
を
恐
れ
ず
、
失
敗
す
れ
ば
刑

死
の
覚
悟
を
示
し
許
可
を
得
ま
す
。
不

屈
の
精
神
を
も
っ
て
開
削
・
通
水
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

五郎兵衛用水に関する古文書などが展
示されています。事前に予約すると学
芸員による詳しい説明が受けられま
す。

【アクセス】中部横断自動車道佐久南
IC から車で約 10 分

市川五郎兵衛眞親翁三用水の碑（記念館）

ブランド米「五郎兵衛米」など地元の農
産物を販売しています。「郷土料理提供
館」では、五郎兵衛米を使った料理を味
わうこともできます。

【アクセス】
中 部 横 断 自 動 車 道 佐久南 I C から
車で約 6 分

五
郎
兵
衛
用
水
が
運
ぶ
蓼
科
山
の

清
流
と
強
粘
土
質
の
土
壌
で
育
つ
お

米
は
、
粘
り
と
甘
み
が
強
く
、
全
国

的
に
も
評
価
が
高
く
美
味
し
い
お
米

で
す
。

「
五
郎
兵
衛
米
」
と
呼
ば
れ
る
ブ

ラ
ン
ド
米
と
し
て
流
通
さ
れ
て
い
ま

す
。

五
郎
兵
衛
用
水

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

佐 久 市 五 郎 兵 衛 記 念 館

道 の 駅 ほ っ と ぱ ～ く 浅
あ さ し な

科

五
郎
兵
衛
米

  

の

た 

き

さ

え

も

ん

ろ
く
が
わ川 

ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

は
な
い

 よ
し
な
り

 

よ
し
た
け

ま
つ
む
ら 

り

へ

え

う

す

い 

や

さ

ぶ

ろ

う

川か
わ
な
か
じ
ま
た
い
ら

を

た
て
し
な

て
ん
り
ゅ
う 

名
は
正
満
。
播
磨
国(

兵
庫
県)

出
身
。

飯
山
藩
士
。

名
は
勝
家
。
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
出
身
。

祖
は
武
田
家
臣
。
父
の
代
に
信
濃
国
で

帰
農
。

伊
那
郡
田
島
村
（
中
川
村
）
の
庄
屋
。

本
姓
は
前
沢
。

本
姓
は
前
沢
。
忠
欣
の
養
子
。

本
姓
は
松
村
。
常
邑
の
養
子
。

主
水
正
。
吉
成
の
子
。

遠
江
守
。
三
河
国(

愛
知
県)

出
身
。

松
平
忠
輝
家
老
。

矢
原
村
（
安
曇
野
市
穂
高
）
の
庄
屋
。

野
田 

喜
左
衛
門
（
１
６
３
１
〜
１
６
９
５)

六
川 

長
三
郎
（
１
５
７
９
〜
１
６
７
１)

忠た
だ
よ
し欣

（
１
７
２
１
〜
１
７
８
５)

常つ
ね
む
ら邑

（
１
７
５
２
〜
１
８
２
３)

忠た
だ
よ
し良

（
１
７
７
１
〜
１
８
３
６)

松
村
理
兵
衛

花
井 

義
雄
（
？
〜
１
６
１
６)

花
井 

吉
成
（
？
〜
１
６
１
３)

臼
井
弥
三
郎
（
１
６
２
１
〜
１
６
９
０)

い
ち
か
わ川
ご

ろ

べ

え

と
ご

ろ

べ

え

よ
う
す
い名は眞親（さねちか）。上野国甘楽郡羽沢村（現群馬県甘楽郡南

牧村）の土豪。徳川家康から鉱山・新田開発の許可（朱印状）を
得て、現在の五郎兵衛新田など多くの新田を切り開きました。

五 郎 兵 衛 用 水 ( 佐 久 市 )

【開削年】1631 年【総延長】13 .3km（開削時は約 20km）
【かんがい面積】416ha　【管理者】五郎兵衛用水土地改良区

市 川 五 郎 兵 衛 ( 1 5 7 1 年 ～ 1 6 6 5 年 )

小 学 校 敷 地 内 に 移 築 さ れ た 平
たいらはっかごうせぎ

八 箇 郷 堰 【 石
いしどよ

樋 】（ 飯 山 市 ）

善
ぜ ん こ う じ よ う す い

光 寺 用 水 （ 長 野 市 ）

塩
しおざわせぎ

沢 堰 （ 立 科 町 ）

矢
や ば ら せ ぎ

原 堰 （ 安 曇 野 市 ）

理 兵 衛 堤 防 （ 中 川 村 ）

か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明

ら
か
に
し
、
理
解
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
か
ん
が
い
施
設
の
適

切
な
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
建
設
か
ら
１
０
０
年
以

上
経
過
し
、
か
ん
が
い
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
も
の
、
卓
越
し
た

技
術
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
な

ど
、
歴
史
的
・
技
術
的
・
社
会
的

価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施
設
を

認
定
・
登
録
す
る
制
度
で
、
国

際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
（
本

部
イ
ン
ド 

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
が

２
０
１
４
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

登
録
に
よ
り
、
か
ん
が
い
施
設

の
持
続
的
な
活
用
・
保
全
方
法
の

蓄
積
、
研
究
者
・
一
般
市
民
へ
の

教
育
機
会
の
提
供
、
か
ん
が
い
施

設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
意
識
向

上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
か
ん

が
い
施
設
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

施設
情報

長
野
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
た

「
五
郎
兵
衛
用
水
路
跡
」

※
堀
貫
…
ト
ン
ネ
ル

※
築
堰
…
盛
土
に
よ
る
土
水
路
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９
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期
の
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に
、
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の
堰
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開

削
、
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を
行
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、
村
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「
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の
神
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」
と
う
た
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れ
ま
し
た
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渡
す
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に
造
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た
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平
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郷
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の
当
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石
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地
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の
小
学
校
に
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り
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開
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を
今
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い

ま
す
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立
科
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に
住
む
長
三
郎
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１
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水
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と
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投
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長
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及
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の
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を
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ま
し
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長
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道
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水
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の
農
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潤
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堰
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や
善
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用
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の
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と
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行
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濫
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受
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兵
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。
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。
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本
姓
は
松
村
。
常
邑
の
養
子
。

主
水
正
。
吉
成
の
子
。

遠
江
守
。
三
河
国(

愛
知
県)

出
身
。

松
平
忠
輝
家
老
。

矢
原
村
（
安
曇
野
市
穂
高
）
の
庄
屋
。

野
田 

喜
左
衛
門
（
１
６
３
１
〜
１
６
９
５)

六
川 

長
三
郎
（
１
５
７
９
〜
１
６
７
１)

忠た
だ
よ
し欣

（
１
７
２
１
〜
１
７
８
５)

常つ
ね
む
ら邑

（
１
７
５
２
〜
１
８
２
３)

忠た
だ
よ
し良

（
１
７
７
１
〜
１
８
３
６)

松
村
理
兵
衛

花
井 

義
雄
（
？
〜
１
６
１
６)

花
井 

吉
成
（
？
〜
１
６
１
３)

臼
井
弥
三
郎
（
１
６
２
１
〜
１
６
９
０)

い
ち
か
わ川
ご

ろ

べ

え

と
ご

ろ

べ

え

よ
う
す
い名は眞親（さねちか）。上野国甘楽郡羽沢村（現群馬県甘楽郡南

牧村）の土豪。徳川家康から鉱山・新田開発の許可（朱印状）を
得て、現在の五郎兵衛新田など多くの新田を切り開きました。

五 郎 兵 衛 用 水 ( 佐 久 市 )

【開削年】1631 年【総延長】13 .3km（開削時は約 20km）
【かんがい面積】416ha　【管理者】五郎兵衛用水土地改良区

市 川 五 郎 兵 衛 ( 1 5 7 1 年 ～ 1 6 6 5 年 )

小 学 校 敷 地 内 に 移 築 さ れ た 平
たいらはっかごうせぎ

八 箇 郷 堰 【 石
いしどよ

樋 】（ 飯 山 市 ）

善
ぜ ん こ う じ よ う す い

光 寺 用 水 （ 長 野 市 ）

塩
しおざわせぎ

沢 堰 （ 立 科 町 ）

矢
や ば ら せ ぎ

原 堰 （ 安 曇 野 市 ）

理 兵 衛 堤 防 （ 中 川 村 ）

か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明

ら
か
に
し
、
理
解
醸
成
を
図
る
と

と
も
に
、
か
ん
が
い
施
設
の
適

切
な
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
建
設
か
ら
１
０
０
年
以

上
経
過
し
、
か
ん
が
い
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
も
の
、
卓
越
し
た

技
術
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
な

ど
、
歴
史
的
・
技
術
的
・
社
会
的

価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施
設
を

認
定
・
登
録
す
る
制
度
で
、
国

際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
（
本

部
イ
ン
ド 

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）
が

２
０
１
４
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

登
録
に
よ
り
、
か
ん
が
い
施
設

の
持
続
的
な
活
用
・
保
全
方
法
の

蓄
積
、
研
究
者
・
一
般
市
民
へ
の

教
育
機
会
の
提
供
、
か
ん
が
い
施

設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
意
識
向

上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
か
ん

が
い
施
設
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

施設
情報

長
野
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
た

「
五
郎
兵
衛
用
水
路
跡
」

※
堀
貫
…
ト
ン
ネ
ル

※
築
堰
…
盛
土
に
よ
る
土
水
路
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拾
ケ
堰
は
、
安
曇
野
の
複
合
扇
状
地

に
水
を
導
く
た
め
、
奈
良
井
川
か
ら
取

水
し
、
等
高
線
に
沿
っ
て
緩
や
か
に
流

れ
る
用
水
路
で
す
。

そ
の
緩
や
か
に
流
れ
る
水
面
に
は
、

安
曇
野
の
田
園
風
景
を
映
し
出
し
、
雄

大
な
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景
に
、

四
季
の
美
し
い
景
観
を
織
り
な
し
て
い

ま
す
。

美しい北アルプス常念岳の麓に位置し、
品数も多いため、地元でも人気のある直
売所です。併設の「かあさんのおむすび
の店」では、旬の野菜をふんだんに使っ
て、常念岳のように盛り付けた「常念天
丼」が人気です。

【アクセス】安曇野 IC から車で約 10 分

「MATSURI」をテーマにした常設展示
内に、拾ケ堰に関する展示コーナーが
あります。事前に予約すると、拾ケ堰
について詳しい説明を聞くことができ
ます。
※写真提供：安曇野市豊科郷土博物館

【アクセス】ＪＲ豊科駅から徒歩で約10分

安
曇
野
に
は
、
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
の

傾
斜
に
沿
っ
て
流
れ
る
縦
堰
と
、
河
川

や
縦
堰
な
ど
を
横
切
り
、
等
高
線
に

沿
っ
て
緩
や
か
に
流
れ
る
横
堰
と
呼
ば

れ
る
水
路
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
数
々
の
縦
堰
・
横
堰
に
よ
り
、

安
曇
野
は
県
下
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
な

り
ま
し
た
。

旬の味 ほりがね物産センター 安曇野市豊科郷土博物館

縦た
て
せ
ぎ

　よ
こ
せ
ぎ

堰
と
横
堰

信
州
の
雄
大
な
山
々
に
抱
か
れ
た
田
園
風
景
を
織
り
な
す
「
疏
水
」。
山
腹
に

ひ
っ
そ
り
と
水
を
湛
え
、
四
季
折
々
の
景
色
を
映
し
出
す
「
た
め
池
」。
信
州

の
農
業
資
産
に
は
、
人
々
の
営
み
や
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
る
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
が
あ
り
ま
す
。

を

る

訪 2

御
み し ゃ か い け

射 鹿 池 ( 茅 野 市 )御 射 鹿 池
日 本 画 家 ・ 東 山 魁 夷 の 作 品 「 緑 響 く 」 の 題 材 に も な っ た た め 池 。
木 々 の 緑 が 映 し 出 す コ バ ル ト ブ ル ー の 水 面 は 、 訪 れ る 人 々 を 魅 了 し ま す 。

峻 険 な 戸 隠 連 峰 を 水 面 に 映 し だ す 美 し い た め 池 で す が 、 冬 は ま た 違 っ た 姿 を 見 せ て
く れ ま す 。 一 面 の 銀 世 界 に 包 ま れ 、 た め 池 と は 思 え な い 静 寂 な 空 間 が 広 が り ま す 。

拾
じ っ か せ ぎ

ケ 堰 ( 安 曇 野 市 、 松 本 市 )

【 開 削 年 】 1 8 1 6 年 　【 総 延 長 】 約 1 5 k m 　【 か ん が い 面 積 】 9 5 8 h a
【 管 理 者 】 長 野 県 拾 ケ 堰 土 地 改 良 区 　

安 曇 野 最 大 の 横 堰 。 標 高 約 5 7 0 m の 等 高 線 に 沿 っ て 平 均 勾 配 3 , 0 0 0 分
の 1 で 緩 や か に 流 れ る 疏 水 。 北 ア ル プ ス に 向 か っ て い る か の よ う に 見
え る 緩 や か な 流 れ は 、 安 曇 野 の 安 ら ぎ を 感 じ さ せ て く れ ま す 。
2 0 1 6 年 に 世 界 か ん が い 施 設 遺 産 に 登 録 さ れ ま し た 。

鏡
か が み い け

池 ( 長 野 市 )

※ 冬 期 は 道 が 除 雪 さ れ て い な い た め 、 鏡 池 ま で 車 で は 行 か れ ま せ ん 。 十 分 な 装 備 の 上 、 安 全 に ご 注 意 く だ さ い 。

施設
情報

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　 安 曇 野 水 巡 り と パ ワ ー ス ポ ッ ト 穂 高 神 社

◆ モ デ ル コ ー ス ：
 　 世 界 か ん が い 施 設 遺 産 「 滝 之 湯 堰 ・ 大 河 原 堰 」 と 国 宝 ビ ー ナ ス

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　 水 鏡 に 映 る 絶 景 と 北 信 五 岳 が 育 む 食 を 堪 能

7
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白
樺
湖
（
池
の
平
た
め
池
）

は
、
県
下
有
数
の
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
す
が
、

農
業
用
水
を
温
め
る
た
め
に
昭

和
21
年
に
造
成
さ
れ
た
温
水
た

め
池
で
す
。

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

駒
ヶ
根
公
園
内
の
駒
ケ
池
は
、

水
面
に
中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷

カ
ー
ル
を
映
し
出
す
美
し
い
た

め
池
で
す
。

公
園
内
に
は
、
子
供
た
ち
が

遊
べ
る
広
場
も
あ
り
、
家
族
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
鳥
ヶ
池
（
西
の
沢
た
め
池
）
は
、

林
の
中
に
隠
れ
る
よ
う
に
、
水
を

貯
え
温
め
、
農
地
を
潤
し
て
い
ま

す
。
そ
の
水
面
に
は
、
戸
隠
連
峰

を
映
し
出
し
、
四
季
の
美
し
い
景

観
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。
池
の

畔
に
は
遊
歩
道
が
あ
り
、
散
策
も

楽
し
め
ま
す
。

近
く
に
は
、
鏡
池
や

戸
隠
神
社
中
社
、
戸
隠

そ
ば
処
が
あ
り
ま
す
。

戸 隠 神 社 中 社

霧 ヶ 峰 高 原

中 央 ア ル プ ス 千
せんじょうじき

畳 敷 カ ー ル

あ
や
め
池
（
菅
大
平
温
水
た
め

池
）
は
、
名
の
由
来
で
も
あ
る
池

の
畔
一
帯
の
ア
ヤ
メ
が
、
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
咲
き
誇
り
ま
す
。

高
原
の
冷
涼
で
静
寂
な
空
気
の

中
、
た
め
池
の
水
鏡
に
映
る
四
季

折
々
の
景
色
は
、
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

寝
覚
の
床
（
上
松

町
）
と
同
じ
木
曽
路

に
あ
り
ま
す
。

六
道
の
堤
は
、
高
遠
藩
が
開
墾

の
た
め
に
築
造
し
た
た
め
池
で
す
。

春
に
は
、
堤
の
周
り
の
桜
が
咲

き
誇
り
水
面
を
彩
り
ま
す
。

ま
た
、
堤
に
は
、
漂
泊
の
俳
人

と
い
わ
れ
た
井
月
の
句
碑
（
辞
世

句
）
が
あ
り
ま
す
。

近
く
に
は
、
桜
で

有
名
な
高
遠
城
址
公

園
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
に
開
削
さ
れ
、

薪
や
材
木
を
流
し
て
運
ん
だ
こ
と

が
名
前
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
地
で
は
珍
し
い
高
山
植
物
も

観
察
で
き
、
地
域
の
財
産
と
し
て

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
流
川
の
散
策
道
を
東
へ
進
む

と
、
近
く
に
は
大
出
の
吊
橋
が
あ

り
ま
す
。
写
真
撮
影

や
ス
ケ
ッ
チ
に
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

こ

と

り

が

い

け

し

ら

か

ば

こ

◆ 伊 那 市 観 光 協 会  公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 　 h t t p s : / / i n a s h i - k a n k o u k y o u k a i . j p /

◆ モ デ ル コ ー ス  ： 清 流 が 育 む 北 ア ル プ ス か ら の 贈 り 物

◆ モ デ ル コ ー ス ：
 　 廃 線 跡 に 架 か る 「 信 濃 の 橋 百 選 」 久 保 洞 水 路 橋 と 木 曽 巡 り

こ

ま

が

い

け

寝 覚 の 床

高 遠 城 址 公 園

大 出 の 吊 橋

き
な
が
し
が
わ川

ろ
く
ど
う

つ
つ
み

◆ 戸 隠 観 光 協 会 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 　 　 h t t p : / / t o g a k u s h i - 2 1 . j p /

◆ 駒 ヶ 根 観 光 協 会 オ フ ィ シ ャ ル サ イ ト 　
　 h t t p : / / w w w . k a n k o u - k o m a g a n e . c o m / ◆ モデルコース： 世 界 か ん が い 施 設 遺 産「滝之湯堰・大河原堰」と国宝ビーナ ス
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白
樺
湖
（
池
の
平
た
め
池
）

は
、
県
下
有
数
の
レ
ジ
ャ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
す
が
、

農
業
用
水
を
温
め
る
た
め
に
昭

和
21
年
に
造
成
さ
れ
た
温
水
た

め
池
で
す
。

八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園

内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

駒
ヶ
根
公
園
内
の
駒
ケ
池
は
、

水
面
に
中
央
ア
ル
プ
ス
千
畳
敷

カ
ー
ル
を
映
し
出
す
美
し
い
た

め
池
で
す
。

公
園
内
に
は
、
子
供
た
ち
が

遊
べ
る
広
場
も
あ
り
、
家
族
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
鳥
ヶ
池
（
西
の
沢
た
め
池
）
は
、

林
の
中
に
隠
れ
る
よ
う
に
、
水
を

貯
え
温
め
、
農
地
を
潤
し
て
い
ま

す
。
そ
の
水
面
に
は
、
戸
隠
連
峰

を
映
し
出
し
、
四
季
の
美
し
い
景

観
を
織
り
な
し
て
い
ま
す
。
池
の

畔
に
は
遊
歩
道
が
あ
り
、
散
策
も

楽
し
め
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す
。

近
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に
は
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鏡
池
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戸
隠
神
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中
社
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戸
隠
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あ
り
ま
す
。

戸 隠 神 社 中 社
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せんじょうじき

畳 敷 カ ー ル

あ
や
め
池
（
菅
大
平
温
水
た
め

池
）
は
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名
の
由
来
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も
あ
る
池
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畔
一
帯
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ア
ヤ
メ
が
、
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７
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。
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。
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１
６
５
０
年
（
慶
安

３
年
）
ふ
た
つ
並
ん
で

い
た
池
を
ひ
と
つ
に
ま

と
め
、
大
き
な
池
を
造

る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

上
田
の
殿
様
に
工
事

の
許
可
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
大
き
な
池
を
造
っ

て
堤
が
切
れ
た
ら
被
害
が
大
き
く
な
る
か
ら
、
堤
の

高
さ
を
１
尺
（
約
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
下
げ
な
さ

い
」
と
指
示
を
受
け
、仕
方
な
く
計
画
を
縮
小
し
て
、

今
の
山
田
池
が
完
成
し
ま
し
た
。

あ
る
年
の
秋
、
大
ケ
ヤ
キ
の
枝
が
折
れ
、
村
に

災
い
が
起
き
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
も
、
翌
々
年
も

枝
が
折
れ
、
災
い
が
起
き
ま
し
た
。

毎
年
の
災
い
に
困
り
果
て
た
村
人
は
、
通
り
か

か
っ
た
木
曽
義
仲
の
家
来
で
あ
る
手
塚
光
盛
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
「
木
を
切

り
倒
し
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
近
く
の
池
で
「
手
を

洗
い
清
め
」
ケ
ヤ
キ
を
倒

し
て
「
御
神
木
」
と
し
て

ま
つ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
こ
の
池
は

「
手
洗
池
」
と
命
名
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
洗
池
の
民
話
（
手て

づ
か

 
み
つ
も
り

塚
光
盛
説
）

舌
喰
池
の
民
話

山
田
池
の
民
話

平
安
時
代
の
武
将
。
通
称
、
太
郎
。
金
刺
氏

の
一
族
。
漫
画
家
、
手
塚
治
虫
の
ご
先
祖
と

伝
わ
り
ま
す
。

手
塚 

光
盛
（
？
〜
１
１
８
４)

信
州
の
農
業
資
産
に
は
、
不
毛
の
地
に
用
水
を
導
く
た
め
に
立
ち
上

が
っ
た
先
人
た
ち
の
挑
戦
と
、
そ
の
土
地
を
守
り
続
け
た
人
々
の
想

い
か
ら
生
ま
れ
た
物
語
や
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

を
た
ど

る

訪 3

塩
し お だ だ い ら

田 平 の た め 池 群 ( 上 田 市 )

降 水 量 の 少 な い 塩 田 平 に は 、 古 く か ら 数 多 く の た め
池 が 造 ら れ 、現 在 で も 1 0 0 以 上 の た め 池 が あ り ま す 。
た め 池 の 歴 史 と と も に 積 み 重 な っ た 地 域 の 想 い が 、
様 々 な 民 話 と な っ て 伝 え ら れ て い ま す 。

昔
、
池
の
水
が
漏
れ
た
た
め
、「
人

柱
」
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
り
、
く
じ

引
き
の
結
果
、
村
は
ず
れ
の
一
人
暮

ら
し
の
美
し
い
娘
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
娘
は
身
の
不
運
を
嘆
き
、

前
の
晩
に
舌
を
喰
い
切
り
池
に
身
を

投
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
村
人
た
ち
は
、

こ
の
池
を
「
舌
喰
池
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

村
人
が
上
田
藩
へ
報
告
し
た
と

こ
ろ
、「
大
池
の
東
に
あ
る
長
池
に

死
骸
を
埋
め
、
そ
の
理
由
を
書
い

た
立
て
札
を
立
て
な
さ
い
。」
と
命

じ
ら
れ
、
一
件
落
着
し
ま
し
た
。

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　  「 塩 田 平 の た め 池 群 」 と
　   信 州 の 鎌 倉 ウ ォ ー キ ン グ

様々なフルーツ狩りができる施設で、農産
物の直売もしています。
  ・1 月～ 6 月 　 いちご狩り　　
  ・6 月 　　　　 さくらんぼ狩り　
  ・9 月～ 11 月  ぶどう狩り　
  ・9 月～ 11 月  りんご狩り

【アクセス】
上田菅平 IC から車で約 25 分

塩田平の自然・歴史・文化を学んだり、地
域文化との交流ができる施設です。
数多くの民話が伝わるこの地ならではの語
りを、大型プロジェクターで体感できます。

【アクセス】
上田電鉄別所線舞田駅から 徒歩約 25 分

塩 田 東 山 観 光 農 園と っ こ 館
( 上 田 市 塩 田 の 里 交 流 館 )

施設
情報

ま
っ
て
か
ら
は
、
カ
ッ

パ
は
も
う
お
膳
を
貸

し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
お
膳

を
隠
し
た
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
は
不
幸
が

続
き
、
家
が
つ
ぶ
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 小

島
大
池
の
民
話

甲
田
池
の
民
話

池
に
住
む
カ
ッ
パ
が
、
お
百
姓
さ
ん
の
馬
を
池

に
引
き
込
も
う
と
し
ま
し
た
が
、
逆
に
馬
に
引
き

ず
ら
れ
、
馬
小
屋
で
頭
の
お
皿
の
水
が
な
く
な
っ

て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
ッ
パ
は
、
お
百
姓
さ
ん
に
「
助
け
て
く
れ
れ

ば
こ
の
家
の
祝
い
事
で
使
う
お
膳
を
用
意
し
ま

す
」
と
い
い
ま
し
た
。
お
百
姓
さ
ん
は
、
カ
ッ
パ

を
助
け
て
や
り
ま
し
た
。

カ
ッ
パ
は
約
束
を
守
り
、
い
つ
も
綺
麗
な
お
膳

を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
隣
の
意

地
悪
な
お
ば
あ
さ
ん
が
お
膳
の
一
つ
を
隠
し
て
し

そ
れ
か
ら
村
人
た
ち
は
、

こ
の
池
を
「
舌
喰
池
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

１
６
８
９
年
（
元
禄
２
年
）
の

こ
と
で
す
。

東
の
下
之
郷
山
の
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
イ
ノ
シ
シ
が
駆
け
て
来
て
、

田
を
荒
ら
し
始
め
ま
し
た
。

田
を
守
ろ
う
と
、
玉
の
入
っ
て

い
な
い
鉄
砲
を
撃
っ
た
と
こ
ろ
、

音
に
驚
い
た
イ
ノ
シ
シ
は
、
小
島

村
の
大
池
に
飛
び
込
ん
で
５
匹
が

溺
れ
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
、
幕
府
か
ら
「
生
類
憐
れ

み
の
令
」
が
出
て
い
た
の
で
、
動

物
を
殺
す
と
重
い
罰
と
な
り
ま
す
。

舌
したくいいけ

喰 池 （ 上 田 市 ）

小
こ じ ま お お い け

島 大 池 （ 上 田 市 ）

手
てあらいいけ

洗 池 （ 上 田 市 ）

山
や ま だ い け

田 池 （ 上 田 市 ）

甲
こ う だ い け

田 池 （ 上 田 市 ）
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、
池
の
水
が
漏
れ
た
た
め
、「
人

柱
」
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
り
、
く
じ

引
き
の
結
果
、
村
は
ず
れ
の
一
人
暮

ら
し
の
美
し
い
娘
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
娘
は
身
の
不
運
を
嘆
き
、

前
の
晩
に
舌
を
喰
い
切
り
池
に
身
を

投
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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落
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　   信 州 の 鎌 倉 ウ ォ ー キ ン グ

様々なフルーツ狩りができる施設で、農産
物の直売もしています。
  ・1 月～ 6 月 　 いちご狩り　　
  ・6 月 　　　　 さくらんぼ狩り　
  ・9 月～ 11 月  ぶどう狩り　
  ・9 月～ 11 月  りんご狩り

【アクセス】
上田菅平 IC から車で約 25 分

塩田平の自然・歴史・文化を学んだり、地
域文化との交流ができる施設です。
数多くの民話が伝わるこの地ならではの語
りを、大型プロジェクターで体感できます。

【アクセス】
上田電鉄別所線舞田駅から 徒歩約 25 分

塩 田 東 山 観 光 農 園と っ こ 館
( 上 田 市 塩 田 の 里 交 流 館 )

施設
情報

ま
っ
て
か
ら
は
、
カ
ッ

パ
は
も
う
お
膳
を
貸

し
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
お
膳

を
隠
し
た
お
ば
あ
さ

ん
の
家
に
は
不
幸
が

続
き
、
家
が
つ
ぶ
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。 小

島
大
池
の
民
話

甲
田
池
の
民
話

池
に
住
む
カ
ッ
パ
が
、
お
百
姓
さ
ん
の
馬
を
池

に
引
き
込
も
う
と
し
ま
し
た
が
、
逆
に
馬
に
引
き

ず
ら
れ
、
馬
小
屋
で
頭
の
お
皿
の
水
が
な
く
な
っ

て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
ッ
パ
は
、
お
百
姓
さ
ん
に
「
助
け
て
く
れ
れ

ば
こ
の
家
の
祝
い
事
で
使
う
お
膳
を
用
意
し
ま

す
」
と
い
い
ま
し
た
。
お
百
姓
さ
ん
は
、
カ
ッ
パ

を
助
け
て
や
り
ま
し
た
。

カ
ッ
パ
は
約
束
を
守
り
、
い
つ
も
綺
麗
な
お
膳

を
用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
隣
の
意

地
悪
な
お
ば
あ
さ
ん
が
お
膳
の
一
つ
を
隠
し
て
し

そ
れ
か
ら
村
人
た
ち
は
、

こ
の
池
を
「
舌
喰
池
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

１
６
８
９
年
（
元
禄
２
年
）
の

こ
と
で
す
。

東
の
下
之
郷
山
の
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
イ
ノ
シ
シ
が
駆
け
て
来
て
、

田
を
荒
ら
し
始
め
ま
し
た
。

田
を
守
ろ
う
と
、
玉
の
入
っ
て

い
な
い
鉄
砲
を
撃
っ
た
と
こ
ろ
、

音
に
驚
い
た
イ
ノ
シ
シ
は
、
小
島

村
の
大
池
に
飛
び
込
ん
で
５
匹
が

溺
れ
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
、
幕
府
か
ら
「
生
類
憐
れ

み
の
令
」
が
出
て
い
た
の
で
、
動

物
を
殺
す
と
重
い
罰
と
な
り
ま
す
。

舌
したくいいけ

喰 池 （ 上 田 市 ）

小
こ じ ま お お い け

島 大 池 （ 上 田 市 ）

手
てあらいいけ

洗 池 （ 上 田 市 ）

山
や ま だ い け

田 池 （ 上 田 市 ）

甲
こ う だ い け

田 池 （ 上 田 市 ）
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姨
捨
に
は
、「
年
寄
り
は
山
に
捨

て
る
」
と
い
う
殿
様
の
命
令
に
背
き
、

山
か
ら
母
を
連
れ
戻
し
か
く
ま
っ
た

息
子
が
、
隣
国
の
難
題
を
母
の
知
恵

で
退
け
、
殿
様
に
お
年
寄
り
の
大
切

さ
を
気
づ
か
せ
た
「
姨
捨
山
伝
説
」

な
ど
数
多
く
の
伝
説
や
物
語
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
古
来
か
ら
名
月
の
里
と
知

ら
れ
る
姨
捨
は
、
多
く
の
歌
人
、
俳

人
の
歌
と
な
り
、
浮
世
絵
師
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
前
期
の
古
今
和
歌
集
の

中
に
、
姨
捨
の
月
を
詠
ん
だ
和
歌
が

あ
り
、
松
尾
芭
蕉
、
小
林
一
茶
な
ど

の
俳
人
も
俳
句
の
題
材
と
し
、
姨
捨

の
古
刹
長
楽
寺
に
は
、
50
余
り
の
歌

人
、
俳
人
の
歌
碑
や
句
碑
が
あ
り
ま

す
。名

勝
四
十
八
枚
田
は
、
平
安
時
代

後
期
の
歌
人
、
西
行
法
師
が
名
付
け

た
と
伝
わ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
、
歌
川
広

重
は
、
六
十
余
州
名
所
図
会
で
、「
田

毎
の
月
」
を
描

い
て
い
ま
す
。

希
望
湖
（
沼
の
池
）
は
、
元
々
火
山
灰
に

覆
わ
れ
た
窪
地
に
水
が
溜
ま
っ
た
天
然
の
池

で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
飯
山
藩
の
新
田
開

発
に
よ
り
、
農
業
用
た
め
池
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
神
秘
的
な
景
色
は
、
日
本
画
家
・
東
山

魁
夷
の
作
品
「
静
寂
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
も

知
ら
れ
ま
す
。

池
の
周
辺
は
、「
信
越
ト
レ
イ
ル
」
の
コ
ー

ス
と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
・

ブ
ナ
の
巨
木
な
ど
四
季
を
通
じ
て
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
竜
湖
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
南
竜
池

に
住
ん
で
い
た
竜
は
、
池
が
浅
く
な
っ
た
た
め
、
近

く
の
蓮
池
に
移
り
、
さ
ら
に
そ
の
池
も
浅
く
な
り
、

早
乙
女
の
池
に
移
り
住
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
早
乙
女
池
が
現
在
の
北
竜
湖
に
な
り
、
竜
が

体
を
引
き
ず
っ
た
跡
が
北
竜
湖
と
集
落
を
つ
な
ぐ
用

水
路
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

池
に
棲
む
鯉
が
、

田
植
え
後
に
手
足
を

洗
う
早
乙
女
（
苗
を

植
え
る
女
性
）
に
恋

を
し
た
物
語
が
伝
わ

り
、
池
の
形
が
ハ
ー

ト
型
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
恋
愛
成
就
の
湖
」

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

１
５
８
２
年
、
織
田
に
よ
る
武
田
征
伐
の

伊
那
路
攻
略
の
際
に
落
城
し
た
北
山
城
は
、

両
軍
の
多
く
の
戦
死
者
や
武
具
一
切
を
埋
め

て
塚
に
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
に
か
け
て
時
々
疫
病
が
流
行
し
ま
し

た
。
疫
病
は
、
戦
死
者
の
霊
が
も
た
ら
す
災

い
と
お
告
げ
が
あ
っ
た
た
め
、
塚
に
碑
を
建

て
、
供
養
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
千
人
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
の
城
の
空
堀
を
利
用
し
て
、

昭
和
の
初
め
に
、
農
業
用
た
め

池
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

飯
縄
山
の
麓
に
あ
る
こ
の
池
に
は
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
昔
、
「
だ
い
だ
ら

ぼ
う
」
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
大
男
が

い
ま
し
た
。
こ
の
大
男
が
飯
縄
山
を
海

に
放
り
投
げ
よ
う
と
思
い
、
山
に
手
を

か
け
足
を
踏
ん
張
っ
た
と
た
ん
、
足
が

大
地
に
め
り
込
ん
で
大
き
な
足
跡
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
足
跡
に
水
が
溜
ま
り
、

大
座
法
師
池
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

お
ば
す
て

た

な

だ

 

 

人
の
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◆ モデルコース： 北 信 濃 の 農 村 風 景 を 楽 し み
　 　 　 　 　 　 　      日 本 一 の お 米 で 釜戸炊き体験

◆ モ デ ル コ ー ス ： マ レ ッ ト ゴ ル フ コ ー ス 発 祥 の 地
　「 千 人 塚 城 ケ 池 」 と ヘ ル ス ツ ー リ ズ ム

信
州
の
た
め
池
に
は
、
歴
史

や
物
語
、
伝
説
が
数
多
く
あ
り
、

ま
た
、
山
々
に
囲
ま
れ
四
季

折
々
の
美
し
い
景
観
を
創
り
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

人
々
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

た
め
池
の
目
的
は
、
水
量
の

確
保
の
ほ
か
、
鏡
池
の
よ
う
に

冷
た
い
雪
ど
け
水
を
一
旦
貯

え
、
水
温
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
米
の
収
穫
量
を
増
や
す
も
の

や
、
御
射
鹿
池
の
よ
う
に
、
河

川
の
強
酸
性
の
水
を
希
釈
す
る

も
の
、
霊
仙
寺
湖
の
よ
う
に
、

山
か
ら
の
水
に
含
ま
れ
る
鉄
分

を
沈
殿
さ
せ
、
稲
の
生
育
障
害

を
防
ぐ
も
の
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

れ い せ ん じ こ

北
ほくりゅうこ

竜 湖 ( 飯 山 市 )

大
だ い ざ ほ う し い け

座 法 師 池 ( 長 野 市 )

千
せんにんづかじょうかいけ

人 塚 城 ケ 池 ( 飯 島 町 )

◆ 斑 尾 高 原 観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ
　 h t t p : / / m a d a r a o . t v /

◆ 飯 綱 高 原 観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ
　 h t t p : / / w w w . i i z u n a - n a v i . c o m /

◆飯 綱 町 観 光 協 会 　 h t t p : / / 1 1 2 7 . i n f o /

◆ 信 州 千 曲 観 光 局 ホ ー ム ペ ー ジ 　
　 h t t p s : / / c h i k u m a - k a n k o . c o m /

写真提供：千曲市
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姨
捨
に
は
、「
年
寄
り
は
山
に
捨

て
る
」
と
い
う
殿
様
の
命
令
に
背
き
、

山
か
ら
母
を
連
れ
戻
し
か
く
ま
っ
た

息
子
が
、
隣
国
の
難
題
を
母
の
知
恵

で
退
け
、
殿
様
に
お
年
寄
り
の
大
切

さ
を
気
づ
か
せ
た
「
姨
捨
山
伝
説
」

な
ど
数
多
く
の
伝
説
や
物
語
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
古
来
か
ら
名
月
の
里
と
知

ら
れ
る
姨
捨
は
、
多
く
の
歌
人
、
俳

人
の
歌
と
な
り
、
浮
世
絵
師
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
前
期
の
古
今
和
歌
集
の

中
に
、
姨
捨
の
月
を
詠
ん
だ
和
歌
が

あ
り
、
松
尾
芭
蕉
、
小
林
一
茶
な
ど

の
俳
人
も
俳
句
の
題
材
と
し
、
姨
捨

の
古
刹
長
楽
寺
に
は
、
50
余
り
の
歌

人
、
俳
人
の
歌
碑
や
句
碑
が
あ
り
ま

す
。名

勝
四
十
八
枚
田
は
、
平
安
時
代

後
期
の
歌
人
、
西
行
法
師
が
名
付
け

た
と
伝
わ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
、
歌
川
広

重
は
、
六
十
余
州
名
所
図
会
で
、「
田

毎
の
月
」
を
描

い
て
い
ま
す
。

希
望
湖
（
沼
の
池
）
は
、
元
々
火
山
灰
に

覆
わ
れ
た
窪
地
に
水
が
溜
ま
っ
た
天
然
の
池

で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
飯
山
藩
の
新
田
開

発
に
よ
り
、
農
業
用
た
め
池
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
神
秘
的
な
景
色
は
、
日
本
画
家
・
東
山

魁
夷
の
作
品
「
静
寂
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
も

知
ら
れ
ま
す
。

池
の
周
辺
は
、「
信
越
ト
レ
イ
ル
」
の
コ
ー

ス
と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
・

ブ
ナ
の
巨
木
な
ど
四
季
を
通
じ
て
自
然
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
竜
湖
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
南
竜
池

に
住
ん
で
い
た
竜
は
、
池
が
浅
く
な
っ
た
た
め
、
近

く
の
蓮
池
に
移
り
、
さ
ら
に
そ
の
池
も
浅
く
な
り
、

早
乙
女
の
池
に
移
り
住
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
早
乙
女
池
が
現
在
の
北
竜
湖
に
な
り
、
竜
が

体
を
引
き
ず
っ
た
跡
が
北
竜
湖
と
集
落
を
つ
な
ぐ
用

水
路
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

池
に
棲
む
鯉
が
、

田
植
え
後
に
手
足
を

洗
う
早
乙
女
（
苗
を

植
え
る
女
性
）
に
恋

を
し
た
物
語
が
伝
わ

り
、
池
の
形
が
ハ
ー

ト
型
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
恋
愛
成
就
の
湖
」

と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

１
５
８
２
年
、
織
田
に
よ
る
武
田
征
伐
の

伊
那
路
攻
略
の
際
に
落
城
し
た
北
山
城
は
、

両
軍
の
多
く
の
戦
死
者
や
武
具
一
切
を
埋
め

て
塚
に
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
に
か
け
て
時
々
疫
病
が
流
行
し
ま
し

た
。
疫
病
は
、
戦
死
者
の
霊
が
も
た
ら
す
災

い
と
お
告
げ
が
あ
っ
た
た
め
、
塚
に
碑
を
建

て
、
供
養
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

「
千
人
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
の
城
の
空
堀
を
利
用
し
て
、

昭
和
の
初
め
に
、
農
業
用
た
め

池
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

飯
縄
山
の
麓
に
あ
る
こ
の
池
に
は
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
昔
、
「
だ
い
だ
ら

ぼ
う
」
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
大
男
が

い
ま
し
た
。
こ
の
大
男
が
飯
縄
山
を
海

に
放
り
投
げ
よ
う
と
思
い
、
山
に
手
を

か
け
足
を
踏
ん
張
っ
た
と
た
ん
、
足
が

大
地
に
め
り
込
ん
で
大
き
な
足
跡
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
足
跡
に
水
が
溜
ま
り
、

大
座
法
師
池
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

お
ば
す
て

た

な

だ
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◆ モデルコース： 北 信 濃 の 農 村 風 景 を 楽 し み
　 　 　 　 　 　 　      日 本 一 の お 米 で 釜戸炊き体験

◆ モ デ ル コ ー ス ： マ レ ッ ト ゴ ル フ コ ー ス 発 祥 の 地
　「 千 人 塚 城 ケ 池 」 と ヘ ル ス ツ ー リ ズ ム

信
州
の
た
め
池
に
は
、
歴
史

や
物
語
、
伝
説
が
数
多
く
あ
り
、

ま
た
、
山
々
に
囲
ま
れ
四
季

折
々
の
美
し
い
景
観
を
創
り
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

人
々
や
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

た
め
池
の
目
的
は
、
水
量
の

確
保
の
ほ
か
、
鏡
池
の
よ
う
に

冷
た
い
雪
ど
け
水
を
一
旦
貯

え
、
水
温
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
米
の
収
穫
量
を
増
や
す
も
の

や
、
御
射
鹿
池
の
よ
う
に
、
河

川
の
強
酸
性
の
水
を
希
釈
す
る

も
の
、
霊
仙
寺
湖
の
よ
う
に
、

山
か
ら
の
水
に
含
ま
れ
る
鉄
分

を
沈
殿
さ
せ
、
稲
の
生
育
障
害

を
防
ぐ
も
の
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

れ い せ ん じ こ

北
ほくりゅうこ

竜 湖 ( 飯 山 市 )

大
だ い ざ ほ う し い け

座 法 師 池 ( 長 野 市 )

千
せんにんづかじょうかいけ

人 塚 城 ケ 池 ( 飯 島 町 )

◆ 斑 尾 高 原 観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ
　 h t t p : / / m a d a r a o . t v /

◆ 飯 綱 高 原 観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ
　 h t t p : / / w w w . i i z u n a - n a v i . c o m /

◆飯 綱 町 観 光 協 会 　 h t t p : / / 1 1 2 7 . i n f o /

◆ 信 州 千 曲 観 光 局 ホ ー ム ペ ー ジ 　
　 h t t p s : / / c h i k u m a - k a n k o . c o m /

写真提供：千曲市
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水
路
橋
は
、
農
業
用
水
路
が
河

川
や
道
路
な
ど
を
横
断
す
る
た
め

に
架
け
ら
れ
る
橋
で
す
。

竜
西
一
貫
水
路
（
松
川
町
か
ら

飯
田
市
ま
で
天
竜
川
右
岸
を
流
れ

る
用
水
路
）
の
毛
賀
沢
水
路
橋

は
、
室
町
時
代
の
小
笠
原
氏
の
居

城
で
あ
っ
た
、
松
尾
城
址
と
鈴
岡

城
址
の
間
に
流
れ
る
毛
賀
沢
川
を

跨
ぐ
水
路
橋
で
す
。
両
城
址
を
公

園
と
し
て
整
備
し
た
「
松
尾
鈴
岡

公
園
」
内
に
あ
り
、
水
路
橋
上
部

の
遊
歩
道
を
わ
た
り
、
両
城
址
を

行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
い
ろ
き
ょ
う

幅を広げて水深を浅くすることで水を温める温水路（幅 16 ～ 18 ｍ、深さ 10cm）は
「ぬるめ」とも呼ばれており、北アルプスを源とする冷たい水を水稲の生育に適した
温度へ上昇させるために造られました。
水温が１℃上昇することで米が１俵多く穫れるといわれています。この上原用水の
「ぬるめ」では、水路延長 300 ｍの入口から出口の間で２℃水温が上昇しています。

モニュメントの前で拾ケ堰を学ぶ小学生

頭
首
工
は
、
河
川
な
ど
か
ら
用
水
路
へ
必
要
な
用
水
を
引
き

入
れ
る
た
め
の
施
設
で
す
。

取
入
口
、
水
門
、
取
水
堰
及
び
そ
れ
ら
の
付
帯
施
設
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
模
の
大
き
な
も
の
は
、
遠
方
操
作
や
自
動
制
御
に
よ
り
水

位
調
整
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
頭
首
工
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
英
語
のh

ea
d
 w
o
rk
s

を
直
訳
し
た
、

用
水
路
の
一
番
頭
の
部
分
だ
か
ら
等
の
説
が
あ
り
ま
す
。

サ
イ
ホ
ン
は
、
農
業
用
水
路
が

河
川
な
ど
を
横
断
す
る
た
め
、
障

害
と
な
る
も
の
の
下
側
に
設
け
ら

れ
る
水
路
で
す
。
伏
越
し
や
逆
サ

イ
ホ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

拾
ケ
堰
の
梓
川
サ
イ
ホ
ン
は
、

シ
ー
ル
ド
工
法
と
呼
ば
れ
る
方
法

で
、
河
床
を
開
削
す
る
こ
と
な
く

地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
イ
ホ
ン
の
出

口
に
は
、
シ
ー
ル
ド
掘
削
機
の
先

端
ド
リ
ル
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し

て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
う
し
ゅ
こ
う

ふ
せ
こ越

明
治
以
降
、
さ
ら
な
る
農
業
の
生
産
向
上
を
求
め
、
農
産
物
の
生
産
に

と
っ
て
不
利
な
条
件
を
克
服
す
べ
く
、
様
々
な
技
術
や
工
夫
に
よ
っ
て

建
設
・
改
良
が
重
ね
ら
れ
、
信
州
の
農
業
資
産
の
現
在
が
あ
り
ま
す
。

を

訪 4

上
わ っ ぱ ら よ う す い

原 用 水 ( 上
わっぱらおんすいろ

原 温 水 路 、 大 町 市 )

【 築 造 】 昭 和 3 0 年 代 【 管 理 者 】 大 町 市 土 地 改 良 区

千
せ ん が た き ゆ か わ よ う す い

ヶ 滝 湯 川 用 水 ( 軽 井 沢 町 )

【 築 造 】 1 6 5 2 年 【 管 理 者 】 千 ヶ 滝 湯 川 用 水 土 地 改 良 区
江 戸 時 代 初 期 、 柏 木 小 右 衛 門 が 小 諸 藩 に 願 い 出 て 開 削 し た 御 影 用 水 の 下 堰 に あ た
る 水 路 で す 。 昭 和 3 0 ～ 4 5 年 に 現 在 の 施 設 に 改 修 し ま し た 。 水 源 で あ る 湯 川 は 水
温 が 著 し く 低 く 、 冷 水 に よ る 生 育 不 良 を 防 止 す る た め 、 中 流 に 、 水 温 の 上 昇 を 目
的 と し た 延 長 約 １ k m 、 幅 2 0 ｍ 、 深 さ 2 0 c m の 温 水 路 を 造 り ま し た 。

梓
あ ず さ が わ と う し ゅ こ う

川 頭 首 工 ( 松 本 市 )

毛
け が さ わ す い ろ き ょ う

賀 沢 水 路 橋 （ 飯 田 市 ）

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　 清 流 が 育 む 北 ア ル プ ス か ら の 贈 り 物

梓
あずさがわ

川 サ イ ホ ン
（ 安 曇 野 市 ）

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　「 よ こ ね 田 ん ぼ 」、 天 龍 峡 の 景 観 と 南 信 州 の 「 お い し い 」 を 満 喫

※ 梓 川 頭 首 工 は 立 ち 入 る こ と が で き ま せ ん 。
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工
事
が
一
段
落
し
た
明
治
32
年

冬
、
艶
三
郎
は
神
に
誓
っ
た
と
お
り

自
刃
し
て
命
を
絶
ち
ま
し
た
。

水
源
の
近
く
に
は
、「
水
神 

御
子

柴
艶
三
郎
」
を
ま
つ
る
社
と
頌
徳
碑

が
あ
り
、
こ
の
偉
業
を
讃
え
て
い
ま

す
。

明
治
中
期
、
天
竜
川
の
西
の
高

台
で
は
、
水
の
利
権
を
め
ぐ
る
争

い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

用
水
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
御

子
柴
艶
三
郎
は
、
地
下
の
水
脈
に

水
を
求
め
ま
し
た
。

私
財
を
投
げ
打
ち
、
地
質
を
学

び
、
神
に
命
を
捧
げ
る
と
祈
願
し
、

上
荒
井
の
広
大
な
台
地
に
地
下
水

脈
を
探
し
求
め
続
け
ま
し
た
。

明
治
28
年
、
つ
い
に
水
脈
を
発

見
し
、
井
戸
５
か
所
と
、
そ
れ
を

つ
な
ぐ
横
井
戸
を
掘
り
、
台
地
の

開
田
を
進
め
ま
し
た
。

特産品販売コーナーには、四季折々の新鮮な野菜が数多く並び、隣接す
る「みたけグルメ工房」では、すんき漬けや赤かぶ漬け、とりたて野菜
のお弁当など手作りの農産加工品が大好評です。
周辺の梅畑は、例年初春には花を咲かせ、木曽ダム湖に映る残雪の木曽
駒ケ岳と調和した眺望は壮観です。

【アクセス】JR 木曽福島駅から車で約 10 分

道 の 駅 三
み た け

岳

伊
那
郡
荒
井
村
（
伊
那
市
）の
生
ま
れ
。

御み
こ
し
ば

子
柴 

艶つ
や
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
１
８
５
１
〜
１
８
９
９)

久
く ぼ ほ ら す い ろ き ょ う

保 洞 水 路 橋 ( 南 木 曽 町 )

【 築 造 】 明 治 4 2 年 （ 1 9 0 9 年 ）【 管 理 者 】 渡 島 水 利 組 合
明 治 に 造 ら れ 、国 内 に 唯 一 現 存 す る と さ れ る 石 造 の 多 連 跨 線 水 路 ア ー チ 橋 （ 線 路 を 跨 ぐ 水 路 橋 ）
で 、 長 さ 2 0 ｍ 、 幅 ２ ｍ 、 高 さ 1 0 ｍ の 施 設 で す 。
昭 和 4 8 年 に 鉄 道 の 複 線 化 に 伴 っ て 線 路 が 別 ル ー ト で 整 備 さ れ ま し た が 、 ア ー チ の 下 を 列 車 が
通 っ て い た と い う 証 と と も に 、建 設 か ら 百 余 年 を 経 た 現 在 も 当 時 の 面 影 を 色 濃 く 残 し て い ま す 。

つ
や
さ
ぶ
ろ
う

い

水 神 宮 と 御 子 柴 艶 三 郎 の 頌 徳 碑

井 戸 の 出 口 付 近 に 造 ら れ た 円 筒 分 水 工

施設
情報

蓼
科
湖
畔
に
あ
る
円
形
の
不
思
議
な
形
を
し
た

構
造
物
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。「
円
筒
分
水
工
」

と
い
う
農
業
用
水
を
分
け
る
施
設
で
、
蓼
科
湖
が

造
ら
れ
た
と
き
に
一
緒
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
取
り
決
め
に
従
っ
て
、
ふ
た
つ
の

堰
（
滝
之
湯
堰
と
久
保
田
堰
）
に
９
対
１
の
比
率

で
正
確
に
水
を
分
け
て
い
ま
す
。

山
や
川
か
ら
導
い
た
水
に
は
限
り
が
あ
り
、
新

し
い
用
水
路
の
開
削
後
も
水
争
い
は
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
農
地
の
広
さ
な
ど
に
よ
り
必
要

な
用
水
量
を
取
り
決
め
、
正
し
く
水
を
分
配
す
る

目
的
で
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
円
筒
分
水
工
が
造

ら
れ
ま
し
た
。

円
筒
分
水
工
は
全
国
各
地
に
あ
り
、
長
野
県
に

も
た
く
さ
ん
現
存
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
岡
谷
市
か
ら
伊
那
市
ま
で
の
天
竜
川

右
岸
を
流
れ
る
西
天
竜
幹
線
用
水
路
沿
い
に
は
、

35
基
の
円
筒
分
水
工
が
あ
り
、
全
国
最
大
規
模
の

円
筒
分
水
工
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
筒
分
水
工
は
、
サ
イ
ホ
ン
の
仕
組
み
に
よ
り
、

水
を
中
央
の
筒
状
の
孔
か
ら
あ
ふ
れ
出
さ
せ
、
そ

の
水
を
、
仕
切
り
に
よ
る
円
周
の
長
さ
や
、
壁
に

開
け
ら
れ
た
孔
の
数
に
よ
り
正
確
に
分
配
し
ま

す
。

円
筒
分
水
工
は
、
定
比
分
水
工
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
同
じ
分
類
に
、
水
路
内
に
仕
切
り
を
造
り
水

を
分
け
る
背
割
分
水
工
が
あ
り
ま
す
。
背
割
分
水

工
は
、
構
造
が
簡
単
で
建
設
費
が
安
い
長
所
が
あ

り
ま
す
が
、
上
下
流
水
路
の
水
位
の
変
動
に
よ
っ

比
率
に
よ
り
水
を
分
け
る

正
確
に
水
を
分
け
る

長
野
県
の
円
筒
分
水
工

円
筒
分
水
工
の
仕
組
み

分
水
工
の
種
類

横 沢 井 ( 飯 島 町 ) の 背 割 分 水 工

蓼科湖の円筒分水工 ( 茅野市 )

上 堰 の円筒分水工 ( 木島平村 )

西天竜幹線用水路円筒分水工群（辰野町、箕輪町、南箕輪村、伊那市）

四ケ堰円筒分水工（塩尻市 )

竜西一貫水路 10 号分水工（高森町 )
ここでは、水路内の壁により 6 対 4 の割合で水を分け
ています。

野
の の み
々海用水の円筒分水工 ( 栄村 )

鷽
うそのくち
ノ 口 円筒分水工（佐久穂町）

竜西一貫水路 16 号分水工（飯田市）

え
ん
と
う
ぶ
ん
す
い
こ
う

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　 廃 線 跡 に 架 か る 「 信 濃 の 橋 百 選 」 久 保 洞 水 路 橋 と 木 曽 路 巡 り

て
水
の
配
分
量
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
水
門
な
ど
で
分
水
す
る
操
作
式

分
水
工
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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工
事
が
一
段
落
し
た
明
治
32
年

冬
、
艶
三
郎
は
神
に
誓
っ
た
と
お
り

自
刃
し
て
命
を
絶
ち
ま
し
た
。

水
源
の
近
く
に
は
、「
水
神 

御
子

柴
艶
三
郎
」
を
ま
つ
る
社
と
頌
徳
碑

が
あ
り
、
こ
の
偉
業
を
讃
え
て
い
ま

す
。

明
治
中
期
、
天
竜
川
の
西
の
高

台
で
は
、
水
の
利
権
を
め
ぐ
る
争

い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

用
水
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
御

子
柴
艶
三
郎
は
、
地
下
の
水
脈
に

水
を
求
め
ま
し
た
。

私
財
を
投
げ
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ち
、
地
質
を
学

び
、
神
に
命
を
捧
げ
る
と
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願
し
、

上
荒
井
の
広
大
な
台
地
に
地
下
水

脈
を
探
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求
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続
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ま
し
た
。

明
治
28
年
、
つ
い
に
水
脈
を
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見
し
、
井
戸
５
か
所
と
、
そ
れ
を

つ
な
ぐ
横
井
戸
を
掘
り
、
台
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の

開
田
を
進
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ま
し
た
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のお弁当など手作りの農産加工品が大好評です。
周辺の梅畑は、例年初春には花を咲かせ、木曽ダム湖に映る残雪の木曽
駒ケ岳と調和した眺望は壮観です。

【アクセス】JR 木曽福島駅から車で約 10 分

道 の 駅 三
み た け

岳

伊
那
郡
荒
井
村
（
伊
那
市
）の
生
ま
れ
。

御み
こ
し
ば

子
柴 

艶つ
や
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
（
１
８
５
１
〜
１
８
９
９)

久
く ぼ ほ ら す い ろ き ょ う

保 洞 水 路 橋 ( 南 木 曽 町 )

【 築 造 】 明 治 4 2 年 （ 1 9 0 9 年 ）【 管 理 者 】 渡 島 水 利 組 合
明 治 に 造 ら れ 、国 内 に 唯 一 現 存 す る と さ れ る 石 造 の 多 連 跨 線 水 路 ア ー チ 橋 （ 線 路 を 跨 ぐ 水 路 橋 ）
で 、 長 さ 2 0 ｍ 、 幅 ２ ｍ 、 高 さ 1 0 ｍ の 施 設 で す 。
昭 和 4 8 年 に 鉄 道 の 複 線 化 に 伴 っ て 線 路 が 別 ル ー ト で 整 備 さ れ ま し た が 、 ア ー チ の 下 を 列 車 が
通 っ て い た と い う 証 と と も に 、建 設 か ら 百 余 年 を 経 た 現 在 も 当 時 の 面 影 を 色 濃 く 残 し て い ま す 。
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造
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９
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。
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取
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造
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。
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ま
で
の
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右
岸
を
流
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る
西
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竜
幹
線
用
水
路
沿
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に
は
、
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。
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サ
イ
ホ
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、
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の
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状
の
孔
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ら
あ
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れ
出
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せ
、
そ

の
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を
、
仕
切
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に
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る
円
周
の
長
さ
や
、
壁
に

開
け
ら
れ
た
孔
の
数
に
よ
り
正
確
に
分
配
し
ま

す
。

円
筒
分
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工
は
、
定
比
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に
分
類
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ま
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。
同
じ
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に
、
水
路
内
に
仕
切
り
を
造
り
水

を
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る
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分
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工
が
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り
ま
す
。
背
割
分
水

工
は
、
構
造
が
簡
単
で
建
設
費
が
安
い
長
所
が
あ

り
ま
す
が
、
上
下
流
水
路
の
水
位
の
変
動
に
よ
っ

比
率
に
よ
り
水
を
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る

正
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に
水
を
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け
る

長
野
県
の
円
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水
工
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の
仕
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み

分
水
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種
類

横 沢 井 ( 飯 島 町 ) の 背 割 分 水 工

蓼科湖の円筒分水工 ( 茅野市 )

上 堰 の円筒分水工 ( 木島平村 )

西天竜幹線用水路円筒分水工群（辰野町、箕輪町、南箕輪村、伊那市）

四ケ堰円筒分水工（塩尻市 )

竜西一貫水路 10 号分水工（高森町 )
ここでは、水路内の壁により 6 対 4 の割合で水を分け
ています。

野
の の み
々海用水の円筒分水工 ( 栄村 )

鷽
うそのくち
ノ 口 円筒分水工（佐久穂町）

竜西一貫水路 16 号分水工（飯田市）

え
ん
と
う
ぶ
ん
す
い
こ
う

◆ モ デ ル コ ー ス ：
　 廃 線 跡 に 架 か る 「 信 濃 の 橋 百 選 」 久 保 洞 水 路 橋 と 木 曽 路 巡 り

て
水
の
配
分
量
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
水
門
な
ど
で
分
水
す
る
操
作
式

分
水
工
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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福
島
新
田
の
棚
田
の
特
徴
は
、
そ
の

石
垣
の
美
し
さ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

眼
下
に
は
千
曲
川
、
遠
方
に
は
北
信
五

岳
を
望
む
絶
景
の
棚
田
で
す
。

映
画
「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」（
２
０
０
２

年
公
開
・
小
泉
堯
史
監
督
）
に
登
場
す

る
阿
弥
陀
堂
が
残
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
月
見
の
名
所
と
知

ら
れ
る
「
田
毎
の
月
」
は
、
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
重
要
文

化
的
景
観
（
文
化
庁
）
と
し
て

も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

傾
斜
地
に
１
５
０
０
枚
の
棚

田
が
連
な
り
、
善
光
寺
平
の
眺

望
も
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
原

風
景
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、

見
る
人
に
素
朴
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

姨
捨
の
棚
田
を
管
理
す
る
団

体
は
「
姨
捨
棚
田
名
月
会
」
ほ

か
５
団
体
あ
り
、
千
曲
市
の

「
棚
田
貸
し
ま
す
制
度
」
に
よ

り
、
都
市
住
民
と
も
交
流
が
行

わ
れ
、
棚
田
の
美

し
い
景
観
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
水
田
開
発
さ
れ
た
１
１
０

枚
か
ら
な
る
棚
田
で
す
。
地
域
で
は
、
こ
の
美
し
い
棚
田

を
後
世
ま
で
残
そ
う
と
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

畦
塗
り
、
田
植
え
、
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
、
稲
刈
り
、

収
穫
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
修
学
旅
行

の
農
作
業
体
験
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
に
は
、
四
つ
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ン

が
あ
り
、
た
か
ね
錦
（
酒
米
）
オ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
の
米
だ
け
で
作
っ
た
限
定
の
日
本
酒
が
も

ら
え
ま
す
。

７
８
０
枚
以
上
の
水
田
が

連
な
る
稲
倉
の
棚
田
は
、
畦

畔
に
多
数
の
横
穴
式
古
墳
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
１
３
０
０
年
以
上
前
か
ら

こ
の
地
に
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
棚
田
を
守
り
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
」

で
は
、
棚
田
米
と
酒
米
オ
ー

ナ
ー
制
度
や
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
起
こ
し
体
験
後

に
、
棚
田
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
「
棚
田
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、ド
ロ
ー

ン
と
特
殊
ゴ
ー
グ
ル
で
空
か

ら
棚
田
を
見
下
ろ
す
「
イ
ー

グ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
棚
田
を
巡
る

「
棚
田
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
」
な
ど
、
棚
田
で
遊
び
楽

し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

囲炉裏や土間などを再現した施設で、
失われつつある生活様式を今に伝え
ています。釜戸炊き体験ができ、木
島平の美味しいお米が味わえます。

【アクセス】
豊田飯山 IC から車で約 25 分

郷 の 家

ね

感
動
の
景
観
と
美
味
し
い
お
米
を
実
ら
せ
る
棚
田
。「
千
枚
田
」
と

も
呼
ば
れ
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
農
法
を
引
き
継
ぎ
、
都
市
住
民
と
協
働
で
農
作
業
や

保
全
活
動
を
行
う
棚
田
が
い
ま
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

を

訪 5

◆ モ デ ル コ ー ス ：
北 信 濃 の 農 村 風 景 を 楽 し み
日 本 一 の お 米 で 釜 戸 炊 き 体 験

い

な

ぐ

ら

 

　
た

な

だ

ふ く し ま し ん で ん

田 の 棚
た な だ

田

イ ー グ ル フ ラ イ ト ア ド ベ ン チ ャ ー

棚 田 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

田 植 え稲 刈 り

棚 田 Ｃ Ａ Ｍ Ｐ

棚田アドベンチャーガイド

お
ば
す
て

た
な
だ

◆信 州 千 曲 観 光 局 ホ ー ム ペ ー ジ 　 　 h t t p s : / / c h i k u m a - k a n k o . c o m /

◆ モ デ ル コ ー ス ： 7 8 0 枚 が 連 な る
　 　 　 　 　 　 　 　「 稲 倉 の 棚 田 」 と フ ル ー ツ 狩 り

◆ モ デ ル コ ー ス ：「 よ こ ね 田 ん ぼ 」、 天 龍 峡 の 景 観 と
　 　 　 　 　 　 　 　  南 信 州 の 「 お い し い 」 を 満 喫
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た
、
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下
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０
０
２
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史
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、
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光
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。
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れ
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０
０
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の
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、
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光
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、
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こ
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、
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に
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な
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動
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。
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の
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は
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、
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に
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０
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る
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。
地
域
で
は
、
こ
の
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い
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を
後
世
ま
で
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と
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行
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て
い
ま
す
。
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、
田
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え
、
案
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、
稲
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、

収
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祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
修
学
旅
行

の
農
作
業
体
験
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
に
は
、
四
つ
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ン

が
あ
り
、
た
か
ね
錦
（
酒
米
）
オ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
の
米
だ
け
で
作
っ
た
限
定
の
日
本
酒
が
も

ら
え
ま
す
。

７
８
０
枚
以
上
の
水
田
が

連
な
る
稲
倉
の
棚
田
は
、
畦

畔
に
多
数
の
横
穴
式
古
墳
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
１
３
０
０
年
以
上
前
か
ら

こ
の
地
に
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
棚
田
を
守
り
、
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

「
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
」

で
は
、
棚
田
米
と
酒
米
オ
ー

ナ
ー
制
度
や
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
起
こ
し
体
験
後

に
、
棚
田
で
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
「
棚
田
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」、ド
ロ
ー

ン
と
特
殊
ゴ
ー
グ
ル
で
空
か

ら
棚
田
を
見
下
ろ
す
「
イ
ー

グ
ル
フ
ラ
イ
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
棚
田
を
巡
る

「
棚
田
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
」
な
ど
、
棚
田
で
遊
び
楽

し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

囲炉裏や土間などを再現した施設で、
失われつつある生活様式を今に伝え
ています。釜戸炊き体験ができ、木
島平の美味しいお米が味わえます。

【アクセス】
豊田飯山 IC から車で約 25 分

郷 の 家

ね

感
動
の
景
観
と
美
味
し
い
お
米
を
実
ら
せ
る
棚
田
。「
千
枚
田
」
と

も
呼
ば
れ
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
農
法
を
引
き
継
ぎ
、
都
市
住
民
と
協
働
で
農
作
業
や

保
全
活
動
を
行
う
棚
田
が
い
ま
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

を
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◆ モ デ ル コ ー ス ：
北 信 濃 の 農 村 風 景 を 楽 し み
日 本 一 の お 米 で 釜 戸 炊 き 体 験

い

な

ぐ

ら

 

　
た

な

だ

ふ く し ま し ん で ん

田 の 棚
た な だ

田

イ ー グ ル フ ラ イ ト ア ド ベ ン チ ャ ー

棚 田 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

田 植 え稲 刈 り

棚 田 Ｃ Ａ Ｍ Ｐ

棚田アドベンチャーガイド

お
ば
す
て

た
な
だ

◆信 州 千 曲 観 光 局 ホ ー ム ペ ー ジ 　 　 h t t p s : / / c h i k u m a - k a n k o . c o m /

◆ モ デ ル コ ー ス ： 7 8 0 枚 が 連 な る
　 　 　 　 　 　 　 　「 稲 倉 の 棚 田 」 と フ ル ー ツ 狩 り

◆ モ デ ル コ ー ス ：「 よ こ ね 田 ん ぼ 」、 天 龍 峡 の 景 観 と
　 　 　 　 　 　 　 　  南 信 州 の 「 お い し い 」 を 満 喫
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本誌に掲載された農業資産の中には、転落防止柵等の安全施設が
設置されていない水路やため池もあります。
個別の施設に関するお問い合わせは、右の連絡先にお願いします。
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印刷所：株式会社　オノウエ印刷

訪 の

の

信州にはおいしい魅力もいっぱい！　

一度は訪れたい信州の農産物直売所
農 産 物 直 売 所 マ ッ プ

キャンペーン

の 訪

し の

信 州 の 食 と 農 業 の お い し い 情 報 を 伝 え ま す

動 画 や ブ ロ グ で 信 州 の 旬 な 情 報 を お 届 け ！

棚 田 を つ な ぐ  あ な た へ  明 日

長 野 の お い し い ワ イ ン や ワ イ ナ リ ー を ご 紹 介

信 州 の 魅 力 が 体 感 で き る 新 感 覚 の ア ン テ ナ シ ョ ッ プ毎 月 8 日 は 信 州 の 地 酒 で カ ン パ イ ！

の を

人  

よ こ ね 田 ん ぼ （ 飯 田 市 ）

【お問い合わせ先】
長野県　農政部 農地整備課 026-235-7237( 直通 )
8：30 ～ 17：15（土日、祝日、年末年始は除く）
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鏡  池 ( 長 野 市 )

峻 険 な 戸 隠 連 峰 を 水 面 に 映 し 出 す 景 観 美 は 、
人 気 の 撮 影 ス ポ ッ ト で す 。 戸 隠 連 峰 を 源 と す
る 冷 た い 水 を 稲 作 に 適 し た 水 温 に 温 め る た め
に 造 ら れ た 「 温 水 た め 池 」 で す 。




